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「
恵
み
の
沼
」。
古
く
か
ら
人
々
は
、
豊

か
な
自
然
の
恵
み
を
与
え
て
く
れ
る
印
旛

沼
を
そ
う
呼
ん
で
、
深
い
関
わ
り
を
持
っ

て
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
関
わ
り
は
、

時
代
背
景
や
社
会
情
勢
に
伴
い
変
化
し

て
お
り
、
そ
の
「
恵
み
」
の
バ
ラ
ン
ス
も

変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
か
つ
て
の
印
旛

沼
は
、
自
然
環
境
や
漁
業
資
源
が
豊
か
で

あ
っ
た
一
方
で
、
洪
水
や
干
ば
つ
と
い
っ

た
脅
威
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年

で
は
、
生
活
や
産
業
を
支
え
る
膨
大
な
水

需
要
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
方

で
、
水
質
の
悪
化
や
在
来
動
植
物
の
減
少

と
い
っ
た
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
印
旛
沼
流
域
で
は
、
水
循
環

健
全
化
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
安
定
し
た

水
供
給
や
治
水
安
全
度
の
向
上
な
ど
、
こ

れ
ま
で
に
向
上
し
た
「
恵
み
」
を
維
持
、

さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
「
恵
み
」
を
ふ
た
た
び
再
生
・
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恵みの沼をふたたび
流域にかかわる人々の知恵を集めて

印旛沼の将来のすがた（美しく豊かな印旛沼流域の人々の暮らし）



83 印旛沼流域（千葉県）

保
全
す
る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
状
態
を
創
生
す
る
こ
と
を
基

本
理
念
に
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
度
見
た
い
あ
の
姿

　
「
印
旛
沼
の
将
来
の
す
が
た
」
に
表
現

さ
れ
て
い
る
の
は
、
印
旛
沼
流
域
の
「
恵

み
」
が
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
状
態
と
な
り
、

流
域
の
住
民
や
企
業
な
ど
の
関
係
す
る
主

体
が
そ
の
「
恵
み
」
を
享
受
す
る
と
と
も

に
、
印
旛
沼
に
配
慮
し
た
く
ら
し
や
活
動

を
行
っ
て
い
る
様
子
で
す
。

　

印
旛
沼
流
域
で
の
水
質
汚
濁
の
進
行
、

水
源
で
あ
る
里
山
や
谷
津
の
環
境
の
変

容
と
自
然
環
境
の
悪
化
、
洪
水
被
害
の

発
生
と
い
っ
た
状
況
を
改
善
す
る
た
め
、

印
旛
沼
流
域
の
住
民
、
学
識
者
、
水
利
用

者
、
行
政
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議
」
が

２
０
０
１
年
に
立
ち
上
げ
ら
れ
、
水
循
環

健
全
化
の
取
組
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
人
々
に
よ
る
連
携

　

取
組
は
、
２
０
０
３
年
度
の
「
緊
急
行

動
計
画
」
に
よ
り
具
体
化
し
ま
し
た
。
こ

の
計
画
は
、
早
期
に
実
現
可
能
な
取
組
と

そ
の
役
割
分
担
を
明
確
化
し
た
も
の
で

す
。
そ
の
後
、
２
０
０
９
年
度
に
そ
れ
ま

で
の
活
動
の
成
果
を
ふ
ま
え
た
「
印
旛

沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
」（
目
標
年

次
：
２
０
３
０
年
度
）
お
よ
び
「
第
１
期

行
動
計
画
（
案
）」、
さ
ら
に
２
０
１
６
年

度
に
は
「
第
２
期
行
動
計
画
」
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
印
旛
沼
流
域
で
の
取
組
体
制

は
、
健
全
化
会
議
を
中
心
に
、
住
民
、
学

校
、
市
民
団
体
、
沼
利
用
者
、
企
業
、
流
域

市
町
な
ど
が
関
わ
り
あ
う
協
働
体
制
で
、

「
６
者
連
携
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

現
在
の
健
全
化
会
議
に
は
、
生
態
系
ワ
ー

キ
ン
グ
（
Ｗ
Ｇ
）、
水
と
地
域
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
ワ
ー
キ
ン
グ
（
Ｗ
Ｇ
）
を
は
じ
め

と
し
た
９
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が

組
織
さ
れ
、
各
担
当
分
野
の
対
策
が
着
実

に
推
進
さ
れ
る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

明
確
な
目
標
設
定
と
進
捗
の
見
え
る
化

　

健
全
化
計
画
の
体
系
は
、
５
つ
の
目
標

と
そ
れ
に
基
づ
く
対
策
群
で
す
。
第
２
期

行
動
計
画
で
は
、
強
化
対
策
を
含
む
９
つ

の
テ
ー
マ
が
推
進
テ
ー
マ
に
位
置
づ
け
ら

れ
ま
し
た
。
対
策
の
進
捗
状
況
は
、
９
つ

の
「
評
価
指
標
」
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
結
果
は
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
な
が

ら
住
民
の
目
に
と
ま
り
や
す
い
形
で
整
理

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
雨
水
浸
透
マ

ス
の
設
置
基
数
」
と
い
っ
た
項
目
を
「
取

組
指
標
」
と
し
て
導
入
す
る
こ
と
で
、
取

組
の
進
捗
を
把
握
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み

と
な
っ
て
い
ま
す（
次
ペ
ー
ジ
図
⑨
参
照
）。

❶印旛沼流域における代表的な里山の風景。このような斜面林に囲まれた細長い田んぼは谷津田と呼ばれ、その一つ一つが貴重な水源地となっている　
❷鳥のサンクチュアリになっている自然豊かな北印旛沼　❸比較的利活用が盛んな西印旛沼

経験を積み重ねて流域の再生を

●❶●❸ ●❷

❹（上部）印旛沼流域における６者連携：健全化会議を中心に、住民・
学校・市民団体、沼利用者、企業、流域市町などが関わりあう協働体
制　（下部）印旛沼流域水循環健全化会議の現在の体制

沼利用者

企業

調査研究機関

千葉県、国
水資源機構

流域市町

住民・学校・
市民団体

印旛沼流域
水循環健全化会議
印旛沼環境基金

印旛沼流域水循環健全化会議
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学
び
Ｗ
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市
民
活
動・企
業
連
携
Ｗ
Ｇ

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

環
境・体
験
フ
ェ
ア
検
討
委
員
会

印
旛
沼・流
域
再
生
大
賞
選
考
委
員
会

市
町
連
携
Ｗ
Ｇ

浸
透
Ｗ
Ｇ

生
活
排
水
Ｗ
Ｇ

水
質
改
善
工
法
検
討
Ｗ
Ｇ

水
草
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生
Ｗ
Ｇ

農
業
Ｗ
Ｇ

水
と
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｗ
Ｇ

支
流
域
ワ
ー
キ
ン
グ

生
態
系
Ｗ
Ｇ

●❹
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わ
い
わ
い

楽
し
く
集
ま
る
場

「鍵」
その1

　

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
の

策
定
に
先
立
ち
、
2
0
0
4
年
か
ら
地

域
住
民
・
市
民
団
体
が
中
心
と
な
り
、
住

民
・
専
門
家
・
行
政
な
ど
印
旛
沼
関
係

者
が
集
い
、
わ
い
わ
い
話
し
合
う
「
印
旛

沼
わ
い
わ
い
会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

２
０
１
０
年
ま
で
の
間
に
８
回
開
催
さ
れ
、

各
回
２
０
０
名
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

わ
い
わ
い
会
議
で
出
さ
れ
た
約
５
０
０
も

の
意
見
は
、
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化

計
画
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
住
民
主
体
の
議
論
の
場
を

設
け
、
地
域
か
ら
の
意
見
を
引
き
出
し
た

こ
と
が
住
民
の
水
循
環
に
関
す
る
取
組
へ

の
理
解
を
深
め
、
一
緒
に
行
動
し
て
い
く

基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

小
さ
く
は
じ
め
て
、

見
直
し
、広
げ
る

「鍵」
その2

　
「
み
た
め
し
」
と
は
、「
印
旛
沼
方
式
」

と
よ
ば
れ
る
進
め
方
の
一
つ
で
、
経
験
を

積
み
重
ね
て
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
確
立
し
て
い
く
取
組
方
法
を
指
し

ま
す
。「
緊
急
行
動
計
画
」
で
は
、「
み
た

め
し
行
動
」
と
し
て
、
重
要
な
取
組
を
モ

デ
ル
地
域
で
集
中
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
成
果
は
、
２
０
０
９
年
度
「
印
旛
沼

流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
」
お
よ
び
「
第

１
期
行
動
計
画
（
案
）」
を
通
じ
、
流
域
全

体
で
の
対
策
に
い
か
さ
れ
て
い
ま
す
。「
第

２
期
行
動
計
画
」（
２
０
１
７
年
３
月
）
以

降
も
、
計
画
の
実
施
状
況
や
目
標
の
達
成

状
況
を
常
に
確
認
し
な
が
ら
、
必
要
に
応

じ
て
計
画
を
点
検
、
見
直
す
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
面
へ
、
地
域
か
ら

流域マネジメント、ここが「鍵」

●❺

●❽

●❻
❺「印旛沼わいわい会議」の様子。わいわい会議で出された意
見は累計 500 にものぼる　❻みためし行動の進め方。まずモ
デル地域で取組を実施し、その成果を踏まえ、流域全体に展開　
❼小学生を対象とした環境学習の様子。この日は生き物調査
を実施　❽「いんばぬま選挙区イベント総選挙」として、印旛
沼で実施したいイベントに投票するシール式アンケート

●❼

土
地
利
用
と
水
循
環
の
変
化

1970年
代
前
半

水
質
悪
化
・
谷
津
・
里
山
の
環
境
悪
化
・
生
態
系
の

悪
化

1970年
代
後
半

こ
れ
ま
で
の
取
組

印
旛
沼
と
人
々
と
の
関
わ
り
は
時
代
背
景
や
社
会
情

勢
に
伴
い
変
化
し
て
お
り
、
印
旛
沼
が
も
た
ら
す
「
恵

み
」
の
バ
ラ
ン
ス
も
変
化
し
続
け
て
い
ま
す
。
印
旛
沼

流
域
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
向
上
し
た
「
恵
み
」
を
維
持
、

向
上
し
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
「
恵
み
」
を
再
生
・
保
全

す
る
こ
と
で
、
全
体
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
状
態

を
創
生
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
に
、
計
画
的
な
取
組
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

2020 2010 2000 1980 1970

人
と
水
の
関
わ
り
の
希
薄
化

「
第
２
期
行
動
計
画
」
策
定

2016

印
旛
沼
開
発
事
業　

竣
工

1960年
代
後
半

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議
」
立
ち
上
げ

2001

「
緊
急
行
動
計
画
」
策
定

2004

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
」・�

「
第
１
期
行
動
計
画
（
案
）」
策
定

2009

34
の
対
策
群

取
組
を
流
域
全
体
へ

み
た
め
し
行
動
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基本理念

恵みの沼を
ふたたび

９つの評価指標：目標年次 2030 年度
①水質 ②アオコ ③清澄性 ④におい ⑤水道に適した水質 ⑥利用者数 ⑦湧水 ⑧生き物 ⑨水害

・クロロフィルa
　年平均40μg/ℓ以下
・COD
　年平均5mg/ℓ以下

・アオコが発
　生しない

・岸辺に立って沼
　底が見える
　（透明度1.0m
　程度）

・臭気がしない ・2-MIB
　年最大0.1μg/ℓ以下
・トリハロメタン
　生成能
　年最大0.1mg/ℓ以下

・増加する ・印旛沼底や水源の谷津
　で豊かな清水が湧く
・湧水水質：硝酸性窒素
　および亜硝酸性窒素
　10mg/ℓ以下

・在来生物種が保全さ
　れる
・かつて生息生育してい
　た生物種が復活する
・外来種が駆除される

・概ね30年に一
　度の大雨でも
　被害を出さない

印旛沼流域水循環健全化計画
（目標年次 2030 年度）

第２期行動計画（2016～2020 年度）

雨水の貯留・浸透機能を保全・再生します ●
湧水と地下水を保全します 
家庭から出る水の汚れを減らします ●
環境にやさしい農業を推進します ●
環境への負荷の少ない産業活動を推進します 
川や沼の水環境を改善します ●
ふるさとの生き物をはぐくみます ●
水害からまちや交通機関を守ります ●
水辺を活かした地域づくりを推進します ●
環境学習を活発にします ●
共感を広げ、多様な主体との連携・協働を推進します ●
取組を推進する仕組み・制度の検討や調査・研究を推進します

テ　ー　マ  　●：推進テーマ 対策群

34
の
対
策
群

目　標
目標１

良質な飲み水の源
印旛沼・流域

目標２
遊び、泳げる
印旛沼・流域

目標３
ふるさとの生き物
はぐくむ印旛沼・流域

目標４
水害に強い
印旛沼・流域

目標５
人が集い、人と共生する
印旛沼・流域

分野間の取組
を推進する
テーマ

流
域
全
体
へ
の
取
組
の
広
が
り
が
、
６
者

が
連
携
・
協
働
す
る
印
旛
沼
流
域
全
体
で

の
実
施
体
制
を
つ
く
り
上
げ
ま
し
た
。

多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
採
用
。

そ
し
て
広
が
る
共
感
の
輪

「鍵」
その3

　

治
水
リ
ス
ク
低
減
を
目
標
と
し
て
実
施

し
て
い
る
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
協
働

駆
除
作
戦
の
一
つ
の
目
的
は
、
地
域
協
働

の
仕
組
み
づ
く
り
で
す
。
駆
除
し
た
ナ
ガ

エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
の
堆
肥
化
に
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
、
活
動
の
幅
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。

　
「
印
旛
沼
流
域
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア
」
は
、

体
験
型
ブ
ー
ス
や
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
る
毎
年
盛
況
の
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
２
０
１
６
年
度
の
第
14
回
印
旛
沼
流

域
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア
で
は
、
２
日
間
で

延
べ
３
０
０
０
名
ほ
ど
が
参
加
し
ま
し
た
。

シ
ー
ル
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
実
施

す
る
「
い
ん
ば
ぬ
ま
選
挙
区
イ
ベ
ン
ト
総

選
挙
」で
は
、「
印
旛
沼
で
や
り
た
い
こ
と
」

に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
集
ま
り
、
そ
の

後
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
立
案
に
い

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
第
２
期
行
動
計
画
」
で
は
、「
人
を
つ

な
ぎ
、
地
域
を
つ
な
ぎ
、
未
来
に
つ
な
ぎ

水
循
環
健
全
化
の
環わ

を
広
げ
、
印
旛
沼
流

域
創
生
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
つ
な
げ
る
」

と
い
う
取
組
理
念
を
掲
げ
て
お
り
、
次
に

つ
な
げ
、
輪
を
広
げ
る
た
め
の
創
意
工
夫

が
成
果
を
上
げ
始
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
多
様
な
ア
イ
デ
ア
を
積
極

的
に
取
り
上
げ
て
い
か
し
て
い
く
こ
と
で
、

共
感
の
輪
が
広
が
り
、
人
々
と
印
旛
沼
と

の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
し
て
い
く
き
っ
か

け
に
な
っ
て
い
ま
す
。

❾
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
の
基
本
理
念
、
目

標
お
よ
び
対
策
の
体
系
と
そ
の
評
価
指
標　

�
「
緊
急
行
動
計
画
」
の
目
標
達
成
状
況
。
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
結
果
な
ど
を
用
い
て
評
価
。
顔
マ
ー
ク
が

笑
っ
て
い
る
ほ
ど
（
赤
い
ラ
イ
ン
が
外
側
に
あ
る
ほ

ど
）
目
標
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る

●� ●�
�ナガエツルノゲイトウ協働駆除作戦の様子　�「（仮称）食べるエコ」プロジェクトによる環境に優しい野菜
の販売促進イベントの様子。陳列方法や看板のデザインにまで工夫が凝らされている

●�

●❾



862　事例紹介

ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
で

印
旛
沼
フ
ァ
ン
を
増
や
す

注目1

　

　

ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
ス
ゴ
イ
ン
バ
ー
」

は
、
多
く
の
人
に
印
旛
沼
流
域
の
フ
ァ
ン

に
な
っ
て
も
ら
う
た
め
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
で
す
。
５
人
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち

が
、
そ
れ
ぞ
れ
印
旛
沼
の
水
循
環
健
全
化

の
取
組
の
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
た
使
命
を

持
っ
て
お
り
、
楽
し
く
印
旛
沼
に
つ
い
て

知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。
企
業
な
ど
と
の
連
携
の
取
組
と
し

て
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
推
進
す

る
た
め
に
、
生
産
者
・
流
通
事
業
者
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
環
境
に
や
さ
し
い

農
産
物
の
販
売
促
進
や
Ｐ
Ｒ
、
生
産
者
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
「
（
仮
称
）

食
べ
る
エ
コ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
度
に
は
、
地

元
の
農
産
物
直
売
所
で
あ
る
「
マ
ル
シ
ェ

か
し
ま
」
と
の
協
働
で
、
環
境
に
や
さ
し

い
農
作
物
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
商
品
包
装
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
等
の

販
売
の
演
出
を
健
全
化
会
議
が
提
案
し
、

消
費
者
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、

２
０
１
６
年
度
に
は
、
Ｊ
Ａ
富
里
市
と
の

協
働
で
「
ち
ば
エ
コ
ニ
ン
ジ
ン
を
買
っ
て

印
旛
沼
を
キ
レ
イ
に
」
を
テ
ー
マ
に
Ｐ
Ｒ

活
動
を
実
施
、
購
入
者
に
ヒ
ー
ロ
ー
カ
ー

ド
配
布
と
い
う
日
本
初
の
画
期
的
試
み
で

注
目
を
集
め
ま
し
た
。

連
携
し
て
活
動
を
進
め
る

枠
組
み

注目2

　

　

印
旛
沼
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
住
民
・

企
業
と
行
政
が
協
働
で
、
印
旛
沼
や
周
辺

河
川
・
水
路
の
美
化
・
浄
化
な
ど
を
進
め

て
い
く
た
め
の
枠
組
み
で
す
。
市
民
団
体

や
企
業
な
ど
が
沼
・
川
・
水
路
で
清
掃
な

ど
の
愛
護
活
動
を
行
う
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
管
理
者
が
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
清
掃
な
ど
の
用
具
の
貸
与

や
支
給
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
の
加

入
費
用
負
担
、
参
加
団
体
の
名
称
を
示
し

た
サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
活
動
区
域
へ
の
設
置

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。
月
１
回
の
周
辺
美

化
活
動
な
ど
、
定
期
・
不
定
期
の
活
動
が

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

充
実
の
情
報
発
信
サ
イ
ト

注目3
　

ウ
ェ
ブ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
「
い
ん
ば
ぬ
ま

情
報
広
場
」
で
は
、
印
旛
沼
と
印
旛
沼
流

域
水
循
環
健
全
化
計
画
に
関
す
る
情
報
を

広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
や
公

開
講
座
に
関
す
る
最
新
情
報
に
加
え
、
計

画
の
内
容
や
印
旛
沼
に
関
す
る
科
学
的
な

デ
ー
タ
な
ど
、知
り
た
い
情
報
レ
ベ
ル
に
応

じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る

こ
と
が
で
き
、
近
年
で
は
月
に
２
０
０
０

件
以
上
の
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
ま
す
。

�印旛沼のご当地ヒーロー「スゴインバー」
�印旛沼連携プログラムのイメージ。印旛沼やその流入河川・水路で
活動を行おうとする住民や企業を対象に、水域管理者が活動を支援
�ウェブポータルサイト「いんばぬま情報広場」のイメージ。印旛沼
流域に関するさまざまな情報を集約し掲載

印旛沼流域の、ここにも「注目」

サ
ポ
ー
ト
実
施

実
施

連携ステーション
登録

申込 合意
水域管理者

  ・流域市町
  ・印旛沼土地改良区
  ・（独）水資源機構
  ・千葉県

サ
ポ
ー
ト
企
業

参
加
団
体

（公財）印旛沼環境基金

可能となる連携について先行して実施

●�

いんばぬま
情報広場

ニュース

市民活動
応援ページ

取り組み
紹介

印旛沼に
行ってみよう

印旛沼
水循環

健全化計画
もっと詳しく
知りたい方へ

SNSでも情報配信

資料・
データ集

印旛沼って
どんな沼？

スゴインバー、
ナガエ協働駆除作戦、
印旛沼流域環境・体
験フェア、…

印旛沼再生宣言
書、第２期行動計

画、…

印旛沼・流域再生
大賞、印旛沼連携
プログラム、…

印旛沼マップ、
イベント情報、
ダムカード、

…

印旛沼の水質
の成り立ち、河川の
流出特性、…

流量・水質等
データ、調査研究
報告書、…

印旛沼の
今むかし印旛沼
の水質、…

・

●�

●�

たくさんの人が、印旛沼流域を好きになって、ファンになってく
れること

のんびり楽天家 クールだけど
たまに怒る

元気で
おおざっぱ

辛口だけど
実はやさしい

研究熱心で
物静か



87 印旛沼流域（千葉県）

住民の意識の盛り上がりについて、�
鍵となるエピソードはありますか？
この盛り上がりは、「印旛沼わいわい会議」
や「環境・体験フェア」などを通じて、県
が長年にわたり取り組んできた賜物です。
2013 年 3月 9日には、それまで培われて
きたモチベーションをさらに高めようと、
数名の仲間と「印旛沼流域圏交流会」を立
ち上げました。以降、10 回近くのワーク
ショップを開催し、ゆるい交流を続けてい
ます。健全化会議とは別の枠組みとして、
参加者が個人の立場で言いたいことを言え
る場となっているほか、ここ数年は「環境・
体験フェア」の企画の一部を担っています。

住民の関心を引くような仕掛け、
アイデアについて教えてください。
印旛沼のキャラクター「スゴインバー」は
県職員Nさんの発案です。イベントでは子
ども向けのお面の工作などが大人気です。
子どもが工作している間は、大人にも印旛

沼のことを知って頂く良い機会になってい
ます。
農業WGによる JA富里市のエコニンジン
は、野菜と印旛沼の関係を知っていただく
良い機会になりました。広報・啓発は引き
続き課題と考えています。

今後に向けて一言お願いします。
印旛沼流域における住民参画は、今後若い
世代をどのように巻き込んでいくかが課
題です。そんな中、ナガエツルノゲイトウ
駆除作戦には、100 名規模の学生ボラン
ティアの参加があり、若い力を頼もしく感
じています。地域の課題を協働により解決
する方法は、国連の「持続可能な開発目標
（SDGs）」や国際的な地球環境研究プログ
ラム「Future Earth」の目標とも合致して
おり、印旛沼流域で住民と行政が共有する
ビジョンの実現に向けて、今後も取り組ん
でいきたいと思います。

［地域の課題は地域で解決］
千葉大学大学院 教授

近
こ ん

藤
ど う

 昭
あ き

彦
ひ こ

さん

 略歴 　地理学・水文学を専門に研究活動に従事
し、2004 年より千葉大学環境リモートセンシング
研究センター教授。現在は、印旛沼流域水循環健
全化会議の委員として、県と住民による連携を支
えている。

Key�
Person

「
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア
」
参
加
者
数
は

増
加
傾
向

　

２
０
０
５
年
に
初
め
て
開
催
さ
れ
た

「
印
旛
沼
流
域
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア
」
は
、

水
・
食
・
観
光
な
ど
の
幅
広
い
視
点
か
ら

印
旛
沼
と
そ
の
流
域
の
多
彩
な
魅
力
を
発

信
、
印
旛
沼
流
域
圏
の
人
々
が
集
い
・
遊

び
・
学
び
・
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
毎
年

恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
2
0
1
8
年
の

第
16
回
で
は
約
7
8
0
0
人
が
来
場
す

る
な
ど
参
加
者
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
新

た
な
印
旛
沼
フ
ァ
ン
が
年
々
生
ま
れ
て
い

ま
す
。

湧
水
池
の
枯
渇
日
数
が
減
少

　

湧
水
の
重
点
観
測
地
点
で
あ
る
加

賀
清
水
湧
水
（
千
葉
県
佐
倉
市
）
で
は
、

１
９
９
５
年
に
は
84
日
も
あ
っ
た
枯
渇
日

数
が
、
２
０
０
４
年
の
み
た
め
し
行
動
開

始
後
減
少
し
、
２
０
０
８
年
以
降
は
０
日

と
な
っ
て
い
ま
す
。
貯
留
・
浸
透
施
設
の

整
備
・
維
持
管
理
な
ど
の
み
た
め
し
の
効

果
が
発
揮
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ア
ク
セ
ス
数
が

増
加
傾
向

　
「
い
ん
ば
ぬ
ま
情
報
広
場
」
を
通
じ
た
情

報
発
信
も
定
着
し
て
き
て
お
り
、
着
実
に
認

知
度
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ダ
ム
カ
ー
ド
や
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
の
掲
載
と
い
っ
た
タ
イ
ミ
ン

グ
で
高
い
ア
ク
セ
ス
数
を
記
録
し
ま
し
た
。

活動の�
成　果
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印旛沼流域環境・体験フェア参加者数の推移
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